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＠ 天器2α

塑盤i 三　月　の　天　象
　Heavens　of　March．

　金星は太陽より東へ約2時閥で，日波後の西の室に可なり良く見えるやう

になった．親直径11”，詔旨径は90％で，地球からは太陽と同じくちみ離れ

てみる．

　木星も土星も日波直後の天頂に都合良く見えるやうになって來た．何れも

地球からの距離は多少遠くなったけれど，覗直径は充分あるし，衛星の隠顯

や，輪の大きい開展の有様など見るには宜しV・し，殊に，望遠鏡によって，

これ等の：巨大な遊星の姿を初めての人に見せるには，最も好時期である．一

いつも言ふことだが，土星輪が微光星を掩蔽するやうなことを見つけたら，

見逃さす，よくよく槻測すること，

　天王星も海王星も，天上の位置は槻測に好い．年鑑の中の圖をたよりとして

捜せば，すぐ見つかる．冥王星も蟹座であるが，之は大望遠鏡が必要である．

　太陽は南極を地球へ．．・ぱいに向けたまN，北極を西へ21c以上傾けてみる．6

日は啓蟄，21日は春分で，其の21時03分目日本痔）に赤道を横切って北上する．

　月は6日が新月，14日が上弦，22日目漏月，29日が下弦．

　この月の中，水星と火星柔は，共鴎地球から遠くて，観るのに不適當である．

　黄道光は宥の西天に立派に見える時期であるが，月光の妨げがあるため，

中旬は槻測がしにくいだらう．但し，南．方の各地では．曉天にも見える筈，

　ホイプル彗星は未だ見えてみる．ネウイミン彗星は漸次近づいて來る．下圖

はネウィミン氏の内報に基V・て書いたものであるが，近日黒樋過は四月末と

假定されてるる．浩し回れが誤まってみれば，岡の線より多少は外れる．
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葵鼻　Z6t 東垂天女鴨重魯報 ＠

　　【入會】
塚本　望く岸知田》

灘波寛吹（岡山）
堀口　和作（東京）

矢野　七鄭（大津）

　【観測部入部】

木村　旭志（岡山）

　　會費（年前）
　塚本　望（岸和田）

　高崎　　毅（東京）

文淺川　　澄（東京）

　鈴木　俊耶（大阪）

×榊　松太郎（京都）

×志井　茂一（瀟州）

　新保　博（八王子）

×美田　四三（紳戸）

砂川　一盛（東京）

　遠山　孝子（東京）

　山口　　彊（東京）
　藤原　廣武（大陳〉

×中川登代雄（東京）

　廣田　元是（東京）

×青井秀生（名古屋）

　松原　春樹（東京）

　松山　基範（京都）

　須山　正躬（東京）

　村田　藤作（金澤）

×菊地　　弘（東京）
×栢田　耕作（大阪）

　個計　明郎（東京）

　申條　延行（東京）

恒岡美和（名古屋）

武　　盛一（徳島）

×寺田　　博（大阪）

北條　眞次（京都）

×禾村　旭志（岡山）

　會費（一部）
小山　丑松（i新潟）

宮澤　　堂（京都）

　部費（年額）
中澤　　登（長野）

　蔀費（一部）

　會費（年額）
影山　辰男（横濱）

　愈費（一部）
高橋　宏亭（前橋）

　部費（年額）

田
中
本
野
　
田

濱
竹
米
上
森
凱

旋員に協する報告

英男（來京）

一夫（東京）

　明（山Pt）

千勝（東京）

　涼（札幌）

一吉（宮崎）

豊田博信（東京）
高橋闘ミ～郁橋》
藤原　腰切（大阪）

恒岡美和（名古屋）

高原　司郎（京都）

米本　　明（山口）

昭和18年分會費部費領牧者芳名
　濱田　i英男（東京）

　鈴木　紹一（東京）

　小林　義生（東京）

　橋本　　卓（東京）

　炭谷　三二（坂出）

×小山泰三郎（東京）

×伊達英太良1ζ（兵庫）

x加藤　重斬（並並）

×比企　能夫（西宮）

×示申田　荒雄（神戸）

x稲永　嘉彦（徳島）

　清家　美材（廣島）
　大塚季罐（榊奈川）

濱岡　　奪（松江）

x中野　敏男（宙山）

x森安　千秋（濱田）

x來田　　晃（六指）

　山雄　重明（京都）

　矢野　七郎（大津）

　宮崎　幸一（東京）

　北川政藏（北海道）

×疋田　ta一・（大陳）

　大内　忠藏（小倉）

　小川　美彦（東京）

沓掛　七二（長野）

藍原　司郎（京都）

　淺野　俊雄（東京）

安井　弘治（京都）

村田　　旭（山口）

山田博信（東京）
豊：田　忠一（栃木）

　中島　倍乏（緬井）

藍田：一吉（麟）

三谷　哲康（大阪）

小山　丑松（新潟）

　李林　　忠（東京）
x浦田　正富（∠1・壌）

文吉井　三五（廣島）

　竹中．邦ナ（東京）

X保積善’太郎（東京）

x川人　武jE（香川）
　村越　美感（滞洲）

　灘波　寛次（岡山）

　梶谷　　倍（東京）

X田代　義光（東京）
×山下　政一（大阪）

　大榊喜八郎（幅岡）

X石黒　彦治（東京）

X申村十三男（松本）

x丸山　豊樹（東京）

×米本　　明（山口）

　木村　倉太（岡山）
　前田徳次郎（大阪）

　松代安太耶（鑓屋）

×渡部　　栗（東京）

×内藤　一一男（群馬）

　高橋左右qs（東京）

　小林　群馬（大阪）

　松田　範房（東京）

關　　春雄（群馬）
　三宅　丈四（岡山）

×西川　英男（大阪）

×秋澤昭二郎（高知）

（17－12－31締切）

新居敏信（和歌山）

三三　　博（東京）

高橋一清（桐生）
西尾　　貢（宮崎）

豊田　忠一（栃木）

吉池　浩暢（長野）

x矢萩　和己（東京）

×瀧田　正俊（銚子）

　三好　敏實（東京）

　近藤　芳「（徳島）
k松本　武男（彰化）

　高橋　一清（桐生）

渡邊孝四RK（東京）

×東日天目星（東京）

　佐藤　八郎（置戸）

x山本　敏丈（奈良）

x佐藤　　晃（東京）

×森　　隆（四日市）
池田　一幸（熊本）

林　　清一（東京）

柴田孝生（東京）
木内　　傳（東京）

×中島　盛行（大阪）

河路甲午郎（津）
高辻奈良造（京都）

×水池　　敦（東京）
近藤輻之助（京都）

吉野　塁壁（長崎）

細野　　貞（新潟）

鈴木　茂男（東京）

村山　定男（東京）

x森　　　淳L札幌）
米田　敏治（奈良）

×岸本　恒夫（大阪）

　　x印は部費（年額）を含む・

古市　　茂（津）　長岡　　章（岡山）

中島　倍一（札幌）　西尾　　賃（宮崎）

影山　辰男（横濱）

北見　彰久（大阪）小忌孝二耶（和歌山）

七高天目部（鹿児島）

昭和17年分會費部費領収考芳名

高城武夫（大阪）　山口　彊（東京）　李源詰（京城）

濱田　英男（東京）　新井敏信（和歌山）　瓜生　和雄（東京）

高城　武夫（大阪）　李　源　詰（京城）
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豫　約　製　作

“カンコー”天髄用反射鏡面
型式：ニユ・一一トン式，カセグレン式

鏡裡：8糎，10糎，15糎，20糎
瞬㈱下…

アルミニウム鍍金
　　　　天罷用反射鏡
鍍金品目：レフ式カメラ反射鏡

　　　　理化學器械用反射鏡

其他御需めに慮ず・

反射望遠三巴鏡“カンコー”製作元

三響瞥暑蝉騨馨關西光學研究所
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